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 いつも『福祉のひろば』をご購読いただき、また総合社会福祉研究所の活動 
にご協力いただき、ありがとうございます。すでに何度かご案内しております 
とおり、月刊誌『福祉のひろば』は、2027年4月より、下記の通り発行回数と 
定価を変更させていただくことになりました。2月ごろにあらためてお手紙にて 
ご案内いたしますが、ご不明な点などございましたら下記までお問合せください。 

〈現在〉          〈2027年 4月以降〉 

・発刊回数    月刊      →    年 4回発行（季刊） 

  ※春号（4月）、夏号（7月）、秋号（10月）、冬号（１月）発行予定 

・価格（1冊）  500円＋税   →    800円＋税 

・年間購読料  6000 円＋税    →        3200円＋税 
 
〈問合せ〉総合社会福祉研究所 
〒 543-0055 大阪市天王寺区悲田院町８-12 国労南近畿会館 3階 
TEL : 06-6779-4894  Mail : mail@sosyaken.jp 

 
 
 
 
 
 

『総合社会福祉研究 第 58号』  発刊！ 

 
※第 47 号からは電子書籍となりました。どなたでも無料でダウンロード 

可能です。「総合社会福祉研究所 HP」よりアクセスしてください。→ 

◆特集／「高齢者の仕事と生活に関する実態調査」が示すもの 

『高齢者の仕事と生活に関する実態調査報告書』からみえてきたこと 
………………………………………石倉 康次 

老齢期の過ごし方と“仕事”の位置づけをめぐって 
――「高齢者の仕事と生活に関する実態調査」が示すもの……浜岡 政好 

高齢者の仕事と生活の実態 
――調査データからみる経済的脆弱性と累積的不利―…………石川 由美 

“持続可能な社会保障”で“持続不可能な年金生活”に 
追い込まれる日本の高齢者…………………………………………唐鎌 直義 

高齢者の生活困難の現状と人権保障 
――国連・高齢者人権条約起草の現段階からみた課題と展望……高田 清恵 

超高齢社会韓国の高齢者問題に対する政策対応 
――韓国的特殊性に注目して……………………………………ベ ジュンソブ 

高齢者の仕事と生活に関する実態調査協力団体のコメント 
――「高齢者の仕事と生活に関する実態調査報告書」発行に寄せて 

◆書評◆ 
依田發夫著『一歩いっぽ――安心の地域づくりを』………………石川 由美 
◆投稿◆ 
精神科医師の障害年金の診断書作成における論点と葛藤 

――SCAT を用いた語りの追究から………………………………青木 聖久 
〈調査研究〉 
上部団体役員からみた児童養護施設における労働争議と労働組合の役割 

――インタビュー調査から…………………………………………堀場 純矢 
〈研究ノート〉 
障害福祉施策の主体としての市町村の役割と社会資源創出の道筋 

──調布市での親の会との協働の歴史的過程を中心に…………山本 雅章 
◆海外情報◆ 
韓国の若者がみた国民年金の危機と改革の課題（仮）……………キム・ソル 
 
【編集・発行】総合社会福祉研究所 
〒543-0055 大阪市天王寺区悲田院町 8-12 Mail : mail@sosyaken.jp 
※投稿締切は、5 月 15 日及び 11 月 15 日の年 2 回です。総合社会福祉研究所
HP より投稿できます。投稿規定をお読みのうえ、奮って投稿ください。 


